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資料：平成17年までは総務省「国勢調査」、平成22年以降は国
立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推
計（平成20（2008）年3月推計）」、「日本の将来推計人
口（平成18（2006）年12月推計）」

（注１）「一人暮らし」とは、上記の調査・推計における「単
独世帯」のことを指す。

（注２）棒グラフ上の（　）内は65歳以上の一人暮らし高齢
者の男女計

資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」
（注１）調査対象は、全国60歳以上の男女
（注２）平成12年度及び17年度調査には、「わからない」（12年度：7.0％、17年度：6.9％）がある。
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（３）一人暮らし高齢者は増加傾向にあるも一
人で過ごすことには不安を感じている

６５歳以上の一人暮らし高齢者の増加は男女と
もに顕著であり、昭和５５（１９８０）年には男性約
１９万人、女性約６９万人、高齢者人口に占める割
合は男性４．３％、女性１１．２％であったが、平成
１７（２００５）年には男性約１０５万人、女性約２８１万
人、高齢者人口に占める割合は男性９．７％、女
性１９．０％と、女性における比率は極めて高い。
今後も一人暮らし高齢者は増加を続け、特に男
性で一人暮らし高齢者の割合が大きく伸びるこ
とが見込まれている（図１－２－１－１０）。
また、一人暮らし高齢者では他の世帯と比

べ、健康や生活費などの経済的な心配など「心
配ごとや悩みごとがある」人が多い。具体的な
心配ごとや悩みごととしては、「自分の健康」
や「生活費などの経済的なこと」、また「病気
のときに面倒を見てくれる人がいない」や「一
人暮らしや孤独になること」である（図１－２－
１－１１）。

図１－２－１－１０ 一人暮らしの高齢者の動向

図１－２－１－９ 高齢者の子どもや孫との付き合い方
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資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成20年）
（注）調査対象は、全国60歳以上の男女　
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（４）高齢者の夫婦関係の満足度は高い
三世代世帯の割合が低下する中で、夫婦のみ

の世帯で暮らす高齢者が増加している。
以下では高齢者の夫婦関係についてみてみよ

う。夫婦関係の満足度を尋ねたところ、６０～７９
歳の高齢者において、満足している（「満足し
ている」と「まあ満足している」の合計）と回
答した人の割合が８４．４％となっている一方、不
満である（「不満である」と「どちらかと言え
ば不満である」の合計）と回答した人は３．０％
にとどまっている（図１－２－１－１２）。

（５）配偶者の有無をみると、配偶者と死別し
た割合は女性が男性の４倍にのぼる

６５歳以上の高齢者の配偶関係についてみる
と、平成１７（２００５）年における有配偶率は、男
性８１．８％に対し、女性は４７．１％である。女性高
齢者の約２人に１人が配偶者なしとなっている
が、その割合は低下傾向にある。また、未婚率
は、男性２．４％、女性３．５％、離別率は男性
２．８％、女性３．９％と共に上昇傾向となっている
（図１－２－１－１３）。

図１－２－１－１１ 同居形態別にみた心配ごとや悩みごと

図１－２－１－１２ 年齢階級別の夫婦関係の満足度


